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いもだ、いもだ、いもだ′
遠賀川保育園でいもはり

＊10月11月　の税金＊

町　県　民　説（第3期）
納期限　10月31日（土）

国民健康保険税（第3期）
納期　11月16日（月）一11月30日（月）
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▲出店にはチビもたちの列が

秋晴れとなった10月10日、恒例の町民体育祭が総合運動

公園グラウンドで行われました。玉入れや細引きポールけりや

リレーなどの趣向をこらした競技に、各地区の応援団から

の声援を受けながら、秋の一日をにぎやかに過ごしました。

熱戦の結果広瀬区が総合優勝し、準優勝は松ノ本区でし

た。

≡

▲手をつないで入場（夫婦リレー）

▲ウーマンパワー



第421号

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料て竃相談に応はあります

午前9時単一午後4時伽分（平日）

土曜日は正午まで（第2・第3土曜日は休みます）

⑥専門の相談員か現割こなってこ相談に応しまう

⑨弁覆土粘膜日：毎週金臓日午後1時－4時

社団法人日本損害保険協会

小倉自動車保険請求椙談センター

北九州市小倉北区紺屋町9－1

明治生命小倉ヒル8暗　中各調査事務所内

℡093－521－2140（也逝〉093－541－1531

電話のこ相談もお受けします

ご存知ですが

医薬品を適正に使用したにもか

かわらず、副作用で健康被害（入
院を必要とする程度の疾病や障害、

死亡）が発生した場合に、医療費
や医療手当、陪害年金、院害児養

育年金、遺族年金、遺族一時金、

葬祭料などの給付を行ない、被害

者の救済を図ろうというのがこの

制度です。

制度の仕組みを解説したパンフ
レットや請求用紙を無料でお送り

していますので、下記へ申し込み

ください。

♭申込先　医薬品副作用被害救済

基金（東京都豊島区東
池袋、サンシャイン60、

26階）

℡03（988）2101

尾
夏
を
ま
ま
茎
を
亭
争
雲
量
言
争
豊
寮
茶
争

輔
国
民
年
金
住
聾
金
係
韓や

主
要
善
や
昏
雲
量
も
昏
墓
毒
舌
重
宝
薫
巷
晋

こ
の
さ
い
尋
ね
て
み
ま
せ
ん
か

－
国
民
年
金
な
ん
で
も
相
談
－

国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
に
ち
な
ん
で
「

住
金
な
ん
で
も
相
談
」
が
関
か
れ
ま
す
。

新
し
い
年
金
制
度
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い

点
や
知
り
た
い
こ
と
な
ど
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
晦
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

当
日
は
未
納
保
険
料
の
支
払
い
に
つ
い
て

の
集
合
徴
収
も
併
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
先

に
社
会
保
険
諒
務
所
か
ら
送
ら
れ
て
い
る
領

収
済
通
知
密
を
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
椙
駁
日
　
日
月
1
2
日
（
木
）
～
購
日
（
金
）

1
0
時
～
1
6
時

▽
会
　
場
　
英
公
民
館
一
階
ホ
ー
ル

自
動
車
事
故
被
皇
国
者
を

国
が
援
護
し
ま
す

交
通
密
教
娘
聾
者
の
子
弟
や
、
筏
智
者
の

介
態
に
対
し
て
国
が
援
饗
を
し
て
い
ま
す
。

交
通
遺
児
籍
育
成
資
金
の
貸
付

▽
対
　
象
　
自
動
車
部
故
で
死
亡
ま
た
は
重

度
の
後
輩
が
残
っ
た
者
の

手
話
（
0
歳
～
中
学
卒
発
ま
で
）

で
、
そ
の
保
護
者
が
住
民
税
を

納
め
て
い
な
い
な
ど
の
一
定
の

要
件
に
合
つ
も
の

▽
貸
付
額
当
初
一
時
金
十
三
万
二
千
円

貸
付
月
額
一
万
五
千
五
百
円

入
学
支
度
金
　
三
万
六
千
円

▽
貸
付
期
間
中
学
卒
薬
ま
で

▽
返
還
貸
付
終
了
後
6
カ
月
か
ら
幼
年

の
均
等
分
割
返
還
・
無
利
子
（

高
楼
、
大
学
進
学
の
場
合
は
卒

業
ま
で
猶
予
）

重
度
後
遺
障
害
者
へ
介
護
料
支
給

▽
対
象
自
動
諸
政
で
脳
現
像
、
脊
髄

頼
傷
を
生
じ
た
人
で
、
一
定
の

塞
壇
に
合
つ
人

▽
支
給
額
入
院
は
一
日
　
三
千
八
百
円

自
宅
は
一
日
　
　
千
九
百
円

詳
細
は
、
自
動
車
事
故
対
鐙
セ
ン
タ
ー
へ

（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
陸
運
ビ
ル
）
、

衝
0
9
2
（
4
5
1
）
1
7
5
1
へ

（
固
圃
闇
幽

▽
対
象
者
管
理
建
築
士
お
よ
び
こ
れ
に
適

じ
て
建
築
士
韓
務
所
の
管
理
的

薬
務
に
携
る
建
築
士
（
と
く
に

前
回
の
未
受
講
者
お
よ
び
昭
和

6
3
年
度
中
に
新
規
ま
た
は
登
録

更
新
予
定
の
建
築
士
畢
諺
所
の

管
理
建
築
士
は
、
ぜ
ひ
受
請
く

ださい。）

▽
日
時
と
場
所
時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
細

分
か
ら
1
7
時
ま
で

・
Ⅱ
月
1
2
日
久
留
米
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

・
虹
月
如
日
　
九
州
厚
生
年
金
会

館

・
n
月
2
7
日
　
福
岡
商
工
会
務
所

▽
受
舘
科
一
万
二
千
円

▽
申
込
先
福
岡
県
建
築
士
謡
務
所
悌
会
（

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
3
の

1
4
の
叩
国
保
会
館
3
階
）

範
0
9
2
（
4
1
3
）
7
6
7
3

閉
園
圏
圏
園

川
内
職
業
訓
練
短
期
大
学
投
で
は
、
横
磯

系
。
砥
孟
韻
系
、
建
設
系
の
達
筆
科
で
、

推
せ
ん
に
よ
る
学
生
を
瑳
欒
し
て
い
ま
す
。

来
年
三
月
高
校
卒
薬
見
込
み
で
、
学
校
長
の

推
せ
ん
を
得
ら
れ
る
人
の
応
募
を
待
っ
て
い

ます。
▽
一
悪
妻
付
　
Ⅱ
月
4
日
～
n
月
1
8
日

▽
試
験
日
　
1
1
月
2
5
日
、
川
内
市
の
本
校
で

▽
詳
細
鹿
児
島
県
川
内
市
高
城
町
の
本

校
へ
お
固
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

禽
0
9
9
6
（
2
2
）
2
1
2
1
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税の無料相談
一税を知る週間－

●と　き　11月12日（木）

10時・－16時

●ところ　遠賀町商工会館

●相談員　税理士、遠賀町

）4（断へ
他

心
的⑰℡

球
む
〃
‥
挑
戦
掌
個

第
2
3
回
お
ん
が
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

郡
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
開
催
し
ま
す
。
足

に
自
慢
の
あ
な
た
、
ぜ
ひ
参
加
を
〃
・

。
5
0
蝕
の
部
∴
∴
∴
∴
…
豊
（
男
子
）

・
0
0
戯
以
上
の
部
　
　
　
1
0
農
（
男
子
）

▽
と
　
き
　
1
2
月
1
3
日

（日）

▽
と
こ
ろ
　
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー

▽
主
　
催
　
遠
賀
郡
体

育
協
会
、
郡
内
各
町

▽
主
　
管
　
遠
賀
郡
陸

L
i
霞
技
協
会

▽
稲
　
田

・
小
学
4
年
以
下
の
部

。
小
学
5
年
以
上
の
郵

・
中
学
生
の
部

・
2
9
戴
以
下
の
部

。
5
0
蔵
以
上
の
部

・
伽
殻
の
部

二
股
の
部

m
鳥
（
男
子
）

▽
参
加
料
。
小
、

中
学
生
五
百
円

（
郡
内
在
住
者

は
三
百
円
）

・
そ
の
他
一
般

二
千
円

▽
申
込
方
法
　
参

2
鳥
（
男
・
女
）

2
品
（
男
・
き

5
嵐
（
男
・
女
）

1
0
慮
（
女
子
）

1
0
白
（
女
子
）

調
度
（
男
子
）

加
科
を
添
え
て
Ⅱ
月
4
日
（
土
）

ま
で
に
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

内
同
大
会
係
ま
で
。
感
話
で
の

受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▽
間
合
先
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

禽
（
2
9
3
）
5
4
3
4
へ

巡
回
教
育
相
談

校
内
暴
力
、
非
行
、
登
校
拒
否
、
怠
学
、

親
子
関
係
、
異
性
関
係
、
い
じ
め
な
ど
家
庭

や
地
域
で
の
児
童
、
生
徒
の
し
つ
け
な
ど
の

相
談
を
受
け
ま
す
。

相
談
嘉
堕
さ
れ
る
方
は
、
教
苔
曇
貝
会

学
佼
教
育
課
、
衝
（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き
　
1
0
月
2
8
日
（
水
）
　
1
3
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
　
浅
木
小
学
校

T
は
韓
は
彊
講
は
主
語
睦
彊

町
内
学
校
の
人
権
作
品

人
権
問
題
の
解
決
に
は
・

遠
賀
南
中
学
校

人
橋
問
題
の
解
決
は
、
大
き
な
問
題
か

ら
、
と
い
う
の
で
は
な
い
と
、
私
は
思
い

ま
す
。
小
さ
な
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う

な
、
日
常
生
活
の
問
題
も
忘
れ
ず
、
い
っ

し
ょ
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
思
う
か
ら
で
す
。

最
近
で
は
、
よ
く
「
2
4
時
間
プ
レ
ビ
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
慈
誌
零
細
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
大
変
い
い
邸
だ

と
は
思
い
ま
す
。
同
じ
饗
に
住
む
人
間

は
、
み
ん
な
が
幸
福
に
な
る
梯
利
が
あ
る

か
ら
で
す
。
け
れ
ど
、
そ
の
よ
う
な
立
派

な
こ
と
を
し
て
い
る
日
本
人
で
す
が
、
そ

の
私
達
の
日
常
生
酒
も
、
大
変
立
派
だ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
か
。

私
達
の
国
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
問

題
の
よ
う
な
大
き
な
問
題
は
、
最
近
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
一
人
ひ
と
り
、
身

の
ま
わ
り
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
理
由
で
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人

が
、
絶
対
い
な
い
と
は
、
い
い
き
れ
な
い

は
す
で
す
。

一
時
、
新
聞
で
も
、
い
じ
め
の
問
題
な

ど
が
の
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
新
聞
を

続
み
な
か
ら
、
い
じ
め
も
人
権
問
題
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
じ
め
と

二
年
　
松
　
原
　
清
　
花

薬
同
様
、
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
宮
謀
だ
と
思
い
ま
し
た
。

い
じ
め
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
自
分

の
い
や
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
他
人
に
言

わ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
、
人
間
の
不
平
な

下
垂
三
重
皇
室
う
。
－
2
！
i
i
∋
」

r
宝
星
雲
コ
ー
t
t
一
言
自
書
1
－
－
守
弓
1
3
し

と
を
つ
く
っ
て
い
る
小
さ
な
ガ
ン
で
あ
り

私
達
人
間
全
員
が
華
福
に
な
る
の
を
拒
ん

だ
り
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
そ
ん
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人

の
気
持
ち
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

日
本
と
い
う
国
の
申
だ
け
で
も
、
い
じ

め
な
ん
か
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、
何
人
も

い
る
は
ず
で
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
た

ち
の
気
持
ち
と
い
う
の
は
、
だ
れ
も
が
み

ん
な
、
こ
ん
な
こ
と
は
や
め
て
ほ
し
い
、

と
い
う
気
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
．

い
じ
め
て
い
る
自
分
も
、
い
や
な
思
い

を
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

し
た
ら
、
考
え
か
た
も
変
わ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
地
球
に
住
む
人
は
、
み
ん
な
が

仲
よ
く
し
て
幸
福
に
な
ろ
う
と
い
う
、
や

さ
し
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
ん
な
気
持
ち
が
あ
れ
は
、
き
っ
と
い

や
な
気
持
ち
を
自
分
で
知
る
前
に
過
ち
に

気
つ
く
こ
と
が
で
き
、
反
省
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な

が
幸
福
に
な
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

今
ま
で
の
こ
と
で
わ
か
っ
た
よ
う
に
、

人
権
と
い
っ
て
も
、
多
極
多
様
に
問
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
大
き
な
問
題
と
か

近
な
小
さ
な
問
題
と
、
軽
く
い
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
が
、
全
部
の
問
題
が
解
決
さ
れ

て
、
は
じ
め
て
明
る
い
住
み
よ
い
世
の
中

が
で
き
る
の
で
す
。

最
後
に
「
人
権
問
題
が
か
た
づ
く
の
は

い
つ
だ
ろ
う
。
」
と
、
み
ん
な
が
考
え
る

の
で
は
な
く
て
「
み
ん
な
が
、
み
ん
な
で

住
み
良
い
世
の
中
を
つ
く
ろ
う
と
努
力
す

れ
ば
、
人
権
問
題
が
な
く
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。
」
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

私
た
ち
　
差
別
を
な
く
し

よ
い
仲
間

鬼
門
小
　
五
年
桑
原
佐
代
子

ゆ
う
き
出
し
い
じ
め
な
く
し
て

明
る
い
学
校

広
渡
小
　
五
年
　
三
浦
　
賊
治
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いじめの後遺症
「いじめ」は、種嘉蔓の差こそあれ、昔もありまし

た○　今に始まったことではありません。お父さん、

お母さん、子供のころのことを思い出してみてくだ

さい○　思い当たることがたくさんあるはすです。

「今のようにひどくはなかったものの、いじめは昔

もあった」というのか、大方の愚見です。

配後々まで影響するいじめの、破壊力、

では昔と今とでは、いじめの何がどう違うのか
・・現代のいじめの特徴としてよく言われるのは「陰

湿」ということです。カラッとしていない。後に残

らないどころか、いったん、いじめられっ子のレッ

テルをはられると、その後ずっといじめられる。だ

れもかばったり仲裁してくれない。周囲の－見て見ぬ

ふ、りの申、一方的ないじめが続く－。歯止めのさ

かなくなったいじめは、いじめられっ子の心に大き

な傷を残します。力、・中学生のころにいじめられた

子が、大人になってもその後遺歴に悩まされている

ケースが沢山あります。一度きりしかない人生その

ものをも左志しかねないほど、子供時代のいじめは
ヽ破壊力、をもっているのです。

詞体がいじめを覚えている

A君－18歳。力、学4交のころからいじ披）の対象に

され、中学時代は3年間を通して出席日数は3分の

1にも満たない。高楼進学はあきらめざるを得ず、

今は家にいてブラプラしている状態。就職はしたも

のの続かず、アルバイトは何度やっても短1割間でや

めてしまう。

原因は、対人関係がうまくいかないことにありま

す。「だれを見ても、いじめられるのではないかと

思ってしまう」とA君は言います．体そのものが、

いじめられたことを′覚えていて萎縮してしまう、こ

わばってしまうと言うのです。また、職場の同僚た

ちのなんでもない話も、自分のことをのけ者にしよ

うとしているの“副はないかとも。

心の不安が顔に出ているような状態で生きていま

す。周囲の人との人間関係がうまくいかない、周り

に適応できないことから、トラブルになる以前に、

その場から身を引く　　このパターンをいつむ喋り

返しています。

自ら頓筏的に相手との関係をつくっていこうとい

う気持ちより先に、自分の体がいうことを善かなく

なるのです。いじめの後遺症はこのように深刻で

す。子供の世界のいじめられた経験が、彼の人生に

大きな黒須蜜を」与えています○

醗もっと大人が知恵を出しいじめをなくす

限度のないいじめは、いじめられっ子を時には非

行に向かわせたり、発散できないまま内にこもっ

て、最悪の場合は自殺にいたることもあります○

いじめをなくすために大人がもっともっと知恵を

出し合い、健康的な子供の世界を取り戻したいもの

雑秩懇請諸悪貿禁酒指導相談貝

か
な
か
な
や
庭
に
伸
び
切
る
ゴ
ム
ホ
ー
ス

申
皐
丁
代
女

子
の
列
に
犬
も
ま
じ
り
て
塾
臓
盆三

村
　
妙
子

お
し
ろ
い
花
余
り
し
刻
を
充
た
さ
る
る

徳
永
小
代
子

白
萩
や
ど
の
道
ゆ
く
も
川
に
添
ひ加

藤
　
栄
子

自
爆
の
た
た
ず
む
水
辺
秋
霞
め
り柴

田
と
も
子

飼
圏
閣
圏
闇
膠
V

兼
題
　
凪
　
　
　
河
中
萱
　
選

助
の
問
の
風
な
き
う
ち
に
と
石
灰
を
耕
穀
類

む
畑
に
ぶ
り
い
つ
　
　
　
広
田
ま
つ
よ

強
風
も
尺
八
の
音
に
聞
こ
ゆ
と
う
江
差
の
人

の
心
や
さ
し
も
　
　
　
　
柴
田
　
房

埜
疋
の
パ
イ
ク
の
一
団
一
陣
の
突
風
に
も
似

て
通
り
ぬ
け
た
り
　
　
　
一
日
　
房
子

ひ
や
や
か
な
そ
よ
風
の
吹
く
嵐
あ
と
折
れ
た

る
萩
の
青
く
匂
え
り
　
　
　
大
培
ト
ン
ミ

稽
猪
も
つ
つ
が
な
く
終
え
被
り
た
る
手
拭
い

と
り
て
頬
に
風
う
く
　
　
井
口
　
紙
子



痛い。すると．鷲
這いちゃうかち遼

秋の予防接種第2弾の三種混合予防接種
がこのほど中央公民館でありました。　　　・…

このあいだのポiノオ生ワクとちがって、　　ぐ
今度は注射のため会場は泣き声の大合唱。　亭
アルコール消毒のときから泣いていた子と
もたちを、先生と看護婦さんとお母さんが
動かないようにつかまえて、あっという間
にチクリと注射をしていました。中には泣
かないがんばり屋さんもいまし六二。

遥 て● 亙 淫 」で， �∴∴∴　∴十 

夕∴∴∴∴∴’？ ＼／＼／　　吋 

、∴一∴ 　整搬＼＼＼ ∴∴ 覇謡醸頚覇醸疑 � 

高二 ．＿33 ㌧、∴ †嚢溺 

遠賀、中間地区の身体障害者による安全
運転鵜技会が、秋晴れの9月27日（日）、おん
が自動車学校で開かれました。
競技会には40代～70代までの身障書34人

が参加。参加者のほとんどが運転歴15年以
上のベテランて∴　障害に合せてハンドルな
どに工夫をこらした愛車で運転技術が競わ
れました。参加した出場音は、今後の安全
運転を曽って競技会を終りました。

身体障害者の
安全運転競技会

議会って
どんなところかな？
遠賀町の将来が話し合われる遠賀町議

会護場に、10月8日島門小学校4年生が
社会見学にやってきました。

係昌に案内されて灘i易に入ったみんな

は、初めて見る議場の中を、日を＜“るく‘

るして見廻したあと、議会の役割や仕事、

議員の数などのいろんなことを議会事務
局長から聞きました。

覿 ��∴： 　一番 　毒 園醗－ �∴、幸∴∴ 運睦 言a 灘藩 ∴ 

騒 ぎ �∴∴ ∴∴一二・∴ ��i＼」、1、1 －∴享 もi㌧‘ ；く 

鉄道記念日を前に、10月13日遠賀町在
住の国鉄OBの皆さんが、新町のバイパ
ス下にあるSL公園の機関車の清掃をし
ました。あっちこっちにくっついた泥ん
こや、達転席の小石をとり除いてもらっ
てきれい（こなったSLは、満足そうな顔
つきで、今日もやってくる子ともたちを
待っていました。

みなさんおつかれさまでした。

－S Lを清掃奉仕－

なけまくるきんで愉

圭

薬

用

翌

誠

捌

無
音
を
薮
塁
写
㌢
ぎ
ー
も
㌔
十
手
冨
士
工

・
議
雷
鳴
雪
を
L



名月や
石段おりる

みこしかな
（読み人知らず）

10月7日夜、浅木神社で5年に1度の御神事崇
が、中秋の名月が見守る中、古式ゆかしくおこな

われました。
氏子代表や区の世話人の方を先頭に、ちょうちん

や旗などをにぎにぎしく従え、若い衆にかっがれたみ
こしは、笛や太鼓の音とともにしずしすと参道の石段を

したあと、またしずしずと神社にもどりおり周辺を一回りヽ ●●●‾●‾ノヽ‾′‾ 三重垂墾空 ∴▼i 

鱒恐1国憲 ／鰯／／／欝闘 
紺臆墜鬱鰯i ／）1，ノ、、一 　　∴∴ 

花火なども盛大にあがり、おみこしの一行に花を

i●； 鴨 l裏 虎 も‘。一 事／／ � � �∴∵ も げ ∴子 �．∴∵：∴∴　丁、 

∴．l 　　一書● ∴言霊‾1品笠 

「．l 鈷 主ゝ／ � 

9月6日∴第3回八幡西地区少年柔道大　　七
会が八幡西柔剣道i易で開催されました。八　　竜
幡西区、中間市、遠賀群！内から小学生12チ
ーム、中学生15チームが参加して熱戦が繰

りひろけられ、遠賀柔道クラブはよくが
んばって、小学生団体の部でi準優勝しま
した。

個人戦でもよくがんばり、結果は〉欠のと
おりでした。
・小学1年の蔀　二位　森　俊雄（島門小）
・小学6年の都　二位　中司狂信（浅木小）
・中学1年の部　三位　高崎新一（遠賀南中）
・中学女子三年の部　二位　高崎千草（遠賀南中）

（話題と写真提供は、浅木平田さん）

遠賀柔道ク

9月20日に行なわれた福岡県民体育大
全くこ、遠賀蔀バドミントン女子チーム（う
ち町内在住者は松ノ本の古賀加代子さん、
虫生津の村上真理子さん、虫生津の完山
泰子さん）が出場し、宗像市を2対0、
大牟田市を2対0、決勝戦て当ま築上議；チ
ームを2対1で破って、昨年に続いて健

勝をはたしました。
（話題と写真提供は、虫生淫売山さん）

－遠賀郡バドミントン女子チームー

県民体育大会で優勝

〇
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東
洋
医
学
に
つ
い
て
的

折
尾
　
田
中
産
婦
人
科
医
院
畏
　
田
　
中
　
壮
　
介

前
回
に
つ
つ
き
、
水
蜜
に
よ
っ

て
起
き
る
疾
状
に
つ
い
て
話
し
て

く
だ
さ
い
。

一
番
わ
か
り
や
す
い
症
状
は
浮
腫
（
む
く

み
）
で
し
ょ
う
。
そ
の
他
胃
内
借
水
（
み
ぞ

お
ち
で
チ
ャ
プ
チ
ャ
フ
昔
が
す
る
。
こ
の
音

を
娠
水
音
ま
た
は
相
水
音
と
い
う
）
。
腹
中

雷
鳴
（
腹
の
中
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
苦
が
す
る
）
。

自
覚
症
状
と
し
て
は
心
理
几
進
（
心
臓
部

の
動
悸
）
、
呼
吸
困
難
（
い
き
き
れ
）
、
咳

蛛
（
せ
き
）
、
喘
息
（
せ
き
こ
ん
で
咽
が
ゴ

ロ
ゴ
ロ
鳴
る
）
、
身
体
檎
怠
（
か
ら
だ
が
だ

る
い
）
、
便
秘
、
悪
心
（
む
か
つ
き
）
、
嘔

吐
、
下
痢
、
冷
え
症
、
め
ま
い
、
耳
鳴
り
、

頭
重
、
頭
痛
、
ふ
る
え
、
け
い
れ
ん
、
関
節

痛
、
胸
痛
、
神
経
痛
な
ど
。
も
っ
と
も
頭
痛

や
神
経
痛
は
、
水
の
変
諷
と
と
も
に
血
の
変

調
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

分
泌
障
書
と
し
て
、
唾
液
や
涙
の
分
泌
過

多
、
茨
（
た
ん
）
、
多
汗
、
無
汗
、
口
渇
、

ま
た
水
を
飲
む
の
を
き
ろ
う
傾
向
。

排
尿
障
書
と
し
て
、
尿
の
回
教
お
よ
び
重

の
増
減
。水

嚢
に
よ
っ
て
ど
ん
な
病
気
が

起
り
ま
す
か
。

現
在
の
医
学
的
如
拙
で
は
、
水
壷
も
恋

血
（
ふ
る
ち
）
と
同
様
に
、
独
立
し
た
医
学

的
病
気
と
し
て
で
な
く
、
病
気
以
前
の
体
質

と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で

水
雲
を
基
盤
と
し
て
通
る
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る
病
名
を
次
に
あ
げ
て
み
ま
す
。

・
胃
下
垂
、
胃
ア
ト
一
丁
、
留
腸
カ
タ
ル

・
気
管
支
炎
、
気
管
支
喘
息
、
肺
炎
、
肋
膜

炎
・
心
瞬
届

・
眼
の
病
気
（
結
膜
炎
、
角
膜
、
細
膜
炎
、

窮
経
炎
）

。
神
経
症
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
、
神
経
痛

・
督
臓
病
、
膀
胱
疾
患

・
糖
尿
病
、
脚
気
、
妊
娠
悪
阻

食
毒
と
は
漢
方
で
は
ど
う
い
う

説
明
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

菱
食
足
っ
て
礼
節
を
知
る
」
と
も
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
食
べ
る
こ
と
が
人
生
第

一
の
仕
疎
で
す
．
ま
た
「
医
食
同
源
」
と
も

い
わ
れ
、
適
当
な
食
物
を
と
る
こ
と
は
病
気

を
治
す
と
と
も
に
病
気
の
予
防
に
も
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
過
食
は
病
気
の
元
で
あ
る

と
教
え
て
い
ま
す
が
、
過
食
し
な
く
て
も
食

物
が
消
化
管
に
停
留
し
て
宿
便
と
な
り
、
こ

れ
が
腐
敗
し
て
毒
素
を
生
じ
、
こ
の
詩
宗
が

吸
収
さ
れ
て
自
家
中
毒
と
な
り
ま
す
。
ま
た

宿
便
は
他
の
病
気
を
治
り
に
く
く
し
て
い
ま

す
。
こ
の
場
合
食
物
が
誌
作
用
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
か
ら
食
蕗
と
い
い
ま
す
。
「
気
」

は
前
述
の
と
お
り
目
に
見
え
ま
せ
ん
。
目
に

見
え
る
の
は
血
、
水
、
食
の
三
つ
で
す
。
そ

こ
で
こ
の
三
つ
の
「
三
諸
説
」
が
た
で
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
漢
方
で
は
「
身
土
不
二
」

と
い
う
教
え
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
居
住

し
て
い
る
地
方
に
産
す
る
新
鮮
で
季
節
的
な

藁
類
を
多
く
食
べ
、
新
鮮
度
の
落
ち
た
も

の
、
季
節
は
ず
れ
の
も
の
、
遠
隔
地
よ
り
送

ら
れ
た
も
の
を
避
け
る
こ
と
で
す
。
即
ち
、

自
然
を
食
べ
る
こ
と
に
心
か
け
る
こ
と
で
す

今
回
で
一
応
漢
方
医
学
の
話
を
終
り
ま

す
。
た
び
た
び
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
漢
方

医
学
は
概
念
的
で
実
証
的
で
な
く
、
つ
か
み

ど
こ
ろ
か
な
い
よ
う
で
す
が
、
西
洋
医
学
の

谷
間
を
埋
め
る
の
は
漢
方
医
学
の
他
に
は
無

い
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

次
回
か
ら
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
乳

ガ
ン
の
こ
と
を
書
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

圏
閣
閣
闊
闊
畷

◎
申
込
み

▽
場
所
役
場
保
健
衛
生
係
窓
口

▽
申
込
日
　
Ⅱ
月
ュ
6
日
（
巳
か
ら
受
付
。

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
．

▽
定
員
一
日
各
1
5
0
名

▽
申
込
手
続
役
場
保
健
衛
生
係
窓
口
又
は

屯
話
に
よ
る
申
込
み

＄
（
2
9
3
）
1
2
3
4

▽
料
金
五
百
円
（
検
査
当
日
徴
収
）

◎
検
　
診

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
所

・
1
2
月
2
日
（
水
）

・
1
2
月
1
日
（
金
）

・
1
2
月
日
日
（
金
）

受
付
　
9
時
～
9
時
0
0
分

検
査
　
1
0
時
－

中
英
公
民
館

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
内
容

▽
縮
参
晶

▽
料
　
金

n
月
2
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
ュ
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

産
前
産
後
の
過
し
方
、

妊
藻
藻

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
帥
鍾

無
料

▽
期
日
　
n
月
1
0
日
（
火
）

▽
時
間
　
9
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

▽
場
所
英
公
民
館

▽
対
患
箸
仕
覆
3
カ
月
～
6
カ
月
児

▽
持
参
晶
母
子
事
態
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
容
体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳
食
な

ど
指
導
、
小
児
ガ
ン
検
査
セ
ッ

ト
配
布

▽
料
金
　
無
料

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
み
受
珍
さ
れ
た
方
の

結
果
は
、
異
常
の
方
の
み
通
知
が
い
き
ま
す

の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。



第421号

11月のゴミ収集予定寓

匝手玉 �木片類、竹類、木の葉、魚などの パック、残飯類、新関、雑誌、布 きれなど 

月硯日 　と �島津、若松、鬼津、尾崎、千代丸 
広渡、遺言、松ノ本、上別府、虫 生津、若葉台、芙蓉、東町、西町 

木　田，ロ 
老良 

火曜日 　と �別府、今古賀、遠賀川、新町、旧 
館、中央、木守、浅木、東和苑、 

金　曜　日 �広渡の一部、上別府の一都 

11月のし尿収集予定衰
祭日 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

2（月） �西町、浅木の一都 � 

4（水） �東町 �広漠 

5（木） �虫生浮く新屋敷を含む） 東町 � 

6（金） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

7（土⊃ �虫生活、木守 � 

14（土） �旧偉、鬼津、若松 �別府 

16（月） �旧偽、遠賀川 � 

17（火） �遠賀IIi � 

18（水） �遠賀川、新町 � 

9（木） �新町 � 

0（金） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

l（土） � �別府、千代丸、鬼津、島津、 老良、上別府、鬼津（小鳥掛） 

4（火） �鬼津、若松、別府、上府別、 浅木、虫生津 �鬼津 

25（水） �別府 � 

6（木） �尾崎、別府 �鬼津、松ノ本、若松、道官 

7（金） �今古賀、尾崎 � 

（土） �浅木 �浅木、鬼津、尾崎、老良 

30（月） �堂塔寺、造言、若葉台 �今古賀、島津 

Ⅱ
月
2
7
日
（
金
）

1
2
月
詔
日
（
火
）

▽
時
間
受
付
　
ュ
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
所
英
公
民
館

▽
対
象
者
　
生
後
独
力
月
～
4
8
カ
月
児

▽
持
参
晶
問
診
票
、
庸
子
手
腰

七
重
ハ
十
円
で
す

▽
持
参
品
印
鑑
、
料
金

▽
注
　
惑
朝
の
体
温
を
必
ず
計
っ
て
行
っ

て
下
さ
い

▽
問
診
票
の
配
布

3
綾
－
中
学
生
、
生
保
お
よ
び
町
県
民

税
が
均
等
割
頼
以
下
の
世
帯
の
人
は
無
料

用
の
問
診
票
を
配
布
致
し
ま
す
の
で
、
役

坊
に
印
鑑
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

な
お
前
龍
以
外
の
人
は
問
診
票
を
各
医

院
お
よ
び
病
院
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

生
ゴ
ミ
処
理
容
器
を

貸
し
－
出
し
ま
す

▽
期
　
日
　
Ⅱ
月
2
日
～
〃
2
月
ュ
5
日

▽
勘
所
町
内
の
医
院
お
よ
び
病
院

▽
時
間
各
医
院
、
病
院
の
診
癒
時
間
内

▽
対
錦
箸
　
3
戯
以
上
の
希
望
者

▽
接
蔽
芳
法
一
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
隔

を
お
い
て
二
回
接
穂

▽
料
金
　
3
賎
～
中
学
生
は
無
料

ュ
5
駿
以
上
は
一
回
に
つ
き

八
月
に
貸
し
出
し
ま
し
た
ゴ
ミ
処
理
容
器

の
追
加
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。
借
受
希
望

の
家
慶
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
保
健
衛
生

孫
、
館
（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ
こ
連
絡
く

だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
は
原
則
と
し
て
現
在
ゴ
ミ
収

集
を
行
っ
て
い
る
家
庭
に
限
り
ま
す
。

盤



周 上 勘の遭積的豊田語場裏
行事によっては時間中途からの参加ができなかったり、

めて、遅れ加、よう化しましょう。

また、他の参加者に迷惑をかけたりします。郵前IC確

日 �曜 �行　事　　内　容 �時　　間i実施会場 ��担当係名 � �詳　細 

1 � �第4回町民体育大会 インディアカ競技 �9：00－　直線 ��体育鍍鎮係 �オープン競技 � 
硬　式　テ　ニ　ス 初心者教∴室⑥ �ilO：00－12：膏禦聖 113：30－15：30し竺竺 �� � � 

2 �i月 �妊　　婦　　相　　談 ���保健衛生係 � �8ページ 

4 �阜 �遠賀町同和教育 研究憶説会理密会 �14：00－ � �公民館係 � �「‾‾“ 

詩　大　学　開　校　式 �10：00－　匡公蛾 ��社会教育係 � � 

5 �木 �三　　極　　混　　合 �13‥10－　匡公聴 ��保健衛生係 � �9ページ 

） �定例体育指導委貝会 �19：30－ �i中央公蛾 �体育振興係 � � 

6 7 8 �）金 阜 �第12回 文化祭 �114；00－16章票画 ��公民館係 i i �i∴：∴∴： ウンサー 　川上硲之氏 � 

7 �土 �硬　式　テ　ニ　ス 初心者教室⑦ ���体育熊襲係 �i教室申込者 � 

8 �日 �硬　式　テ　ニ　ス 初心者教室⑧ �14：00－16：00短調 ��体育振興係 �教塾申込者 � 

10 �火 �乳　　児　　相　　談 � �中央公民館 �保健衛生係 �生後3カ月－6カ月児 �8ページ 

12 i �木 l �国　民　年　金 なんでも相談 �10：00－16‥0中央公民館i 十00～16：0両蓋怒i ��国保年金係 � �3ページ 説　の　無　料　相　談 ���町民税係 � �4ページ 

心　配　ご　と　相　談 �13：00－16：00匡胴 ��社会福祉 輯∴議会 � � 

13 l �i �和　紙　人　形　教　室 �10：00－15：00車軸 ��公民館係 �教室申込者 � 

国　民　年　金 なんでも相談 �10：00－16：0中央公軸 ��国保年金係 � �3ページ 

野　　草　　教　　室 � �中央公民館 �公民館係 �教室申込者 � 

公　民　館　度　会 �19：30－　車軸 ��公民館係 �各地区公民館長 � 

14 �土 �読　　書　　講　　座 �10；00－12：0車始民館 ��公民館係 �　　　　　I 鶉座申込者 � 
硬　式　テ　ニ　ス 初心者教室⑨ �14：00－16車禦響 ��体育娠興係 �教室申込者 � 

15 �目 �硬　式　テ　ニ　ス 初心者教室⑫ �10：00～12：00I禦聖 ��体育振興係 �教室申込者 � 

1日3，553円
10月1日からの新 しい福岡県最低賃金


